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本年度研究成果 

I 研究背景 
放射性セシウムを濃集した放射性微粒子（不溶性セシウム粒子：CsMPs）が、福島第一原発事

故に伴って環境中に放出された。不溶性であることから肺深部に沈着すると内部被ばくの長期化

が予想されるため、リスク評価にむけて基礎的な知見を整備する必要がある。 
 

II 目的 
性状解析、組織内判定法の開発、生物影響解析を通じて、CsMPs に関する基礎的知見を整備す

る。 
 
III 研究方法 

土壌から単離した CsMPs に含まれる放射性元素の定量解析、肺組織切片内の CsMPs を判定す

るマイクロ PIXE 分析、肺への沈着シミュレーションを行った。また、放射性模擬粒子 (RP)を作

製し、気管内投与による発がん動物実験については、実施機関の動物実験委員会の承認を受けて

実施した。 
 

IV 研究結果、考察及び今後の研究の方針 
CsMPs（タイプ B）の 137Cs 放射能に対する 90Sr および Pu 同位体比の平均は、それぞれ 2✕10-

3 と 9.9✕10-8 であったため、粒子沈着周辺部位の被ばくは主に放射性セシウムによると考えられ

た（二宮・広島大学）。野生動物の肺のイメージングプレート像で黒点が検出された原因は鉛で

あることをマイクロ PIXE 分析で実証し、組織内 CsMPs の最終判定手法を開発した（遠藤・広島

大学）。過年度に個別に評価した粒子の初期沈着とクリアランスモデルを統合し、動物実験の結

果を再現するパラメーターの改良を行った（鈴木・東北大）。さらに、化学発癌物質を用いる高感



 

 

度肺がんモデルマウスに 100 mGy 相当の多量の RP を気管内投与した結果、均等被ばくよりも多

くの肺腫瘍数が検出された。一方、抗酸化物質 NAC を含有する飼料を与えた結果、RP 投与群の

腫瘍数は有意差が確認されない程度の減少傾向を示した（量研機構・山田）。 
 
V 結論 

多量の RP の気管内投与による局所内部被ばくと、均等外部被ばくとでは線量分布が大きく異

なり、前者においては局所的に高い線量域が存在する。そのため、両者を直接比較して結論を導

くことには限界があるものの、今回実施した極端に多量の RP が肺に沈着する不均等内部被ばく

において、化学発癌物質によるプロモーション作用を促進する可能性が示唆された。環境保健行

政への応用に向けて、環境中と同等の濃度で RP を吸入させた野生型個体を用いた発がん実験が

必要となる。 
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